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１．趣旨説明














































日　時：2013 年 10 月 30 日（水）13：00 ～ 15：00
場　所：飯田文化会館


























3 万 7,000 人。その内陸部に位置する二戸市という市が
あります。そちらの人口が約 3 万人。それと、私ども











がる地域です。人口は合計約 46 万人、面積は 3,500 平
方キロメートルで、こちらの三遠南信地域の約半分とい
う感じです。人口 46 万人というのは、こちらの地域の
5 分の 1 ぐらいというスケールです。また、経済活動に
おきましては工業出荷額が約 7,200 億円。この地域と




















































































終わった後、5 市 12 町 3 村は 6 市 5 町に統合されまし
た。私の郷里の桐生市は、ここで分断されています。こ
れは全国的にも珍しい現象です。　この両毛地域、栃木























































































































































































































































































































の親戚ぐらいの感覚があります。3 月 11 日が震災日で
したが、ずっと連絡がつかずに 3 月 14 日にやっと電話
がつながりましたので、「今、何が必要ですか」といっ
たら、「水が要る」ということですぐ手配をしました。

































































































































































































































































































＜資料 26　工業統計調査結果：平成 18年＞ ＜資料 27　九州県際サミット＞
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○藤山：手短に 3 つだけ申し上げます。最近、道州制
あるいは大阪都構想のような統治機構の話がはやってい
ます。だからこそ私は、もう一度、住民にとって身近な
地元をつくり直すような仕掛けが必要なのではないかと
思います。
これからは定住と循環の時代です。それは一番の地元
レベル。ちょうど例えば飯田市でいうならば公民館や自
治振興センター単位、あるいは先ほどの小学校区単位で、
しっかり自分たちの地域を自分たちが設計・運営できる
仕組みの礎の上にいろいろな統治機構が始まらなければ
いけないのではないかと思っています。ですから、この
三遠南信も 388 の小学校区の多様性をどんどん出して
いくと非常に楽しみなのではないかと思います。
2 番目は、そういった個々の地元がしっかりしてくる
と、大都市、特に沿岸の大都市の団地やマンションが大
変なことになっています。ものすごく爆発的な高齢化が
起きています。あるいは災害のときも非常に危ういです。
パートナーエリアとして、ぜひ疎開保険等、まさに広域
的な連携を、しかし、地元に根ざしたかたちでしてもら
えないだろうかというのが 2 番目です。
3 番目は、地元も広域連携も人材育成が根幹を握って
いると思います。ここで切磋琢磨しなければいけませ
ん。しかも、あらゆる面で。ぜひ三遠南信に中山間セン
ター、あるいは新しい時代の地方公務員を鍛える連合大
学院のようなものをつくられたらいかがなものでしょう
か。リニアも来ます。ぜひ人材を根幹に据えるような戦
略をもっていただければ、私は非常にこの地域は、いろ
いろな大きさの自治体が非常に活発に行っています。ま
さに、これからの地方を支える人材を輩出するようなこ
とができるのではないかと思っています。以上です。
○戸田：ご提案もありがとうございました。では、続い
て蟹江先生、お願いします。
○蟹江：今日のいろいろなお話を聞いて、あらためて、
これからの三遠南信の発展性に大きな期待を持たれるこ
とを痛感しました。ただ、三遠南信のなかにも 230 万
の圏域で高齢化が進んでいると思います。限界集落もあ
るだろうと思います。私も自分が高齢者になりましたか
ら、近隣福祉社会に少し興味を持ちました。老人と国が
一人一人つながり、制度としてつながっているのではな
く、もう少しコミュニティとして老人をきちんと面倒み
るような仕組みが必要だろうと。
まさに今、藤山さんがおっしゃったように、そのエリ
アは公民館区や小学校区なのです。これが一番コミュニ
ティの原単位で、もう少し血の通った補完関係や支援関
係をつくっていく必要があります。
三遠南信の場合、インフラはどんどん整備されるで
しょうから、特に 230 万のうちの太平洋側の沿岸地域
はどんどん発展するでしょう。ただ山のほうはちょっと
心配です。以上です。
○戸田：ありがとうございました。では、最後に大坪さ
ん、お願いします。
○大坪：私は防災のお話を今回はさせていただきました
ので、最後に防災に関連しまして。当市の課題でもある
のですが、岩手県をはじめ、広域防災連携の体制づくり
を県単位で一義的に進めている地域があります。岩手県
の場合、遠野市が今回の震災において後方支援で活躍し
たという事例があります。私どもの青森県においては、
その構想に向けて、現在準備を進めているところです。
まさしく三遠南信地域は、南北に非常に長くてエリア
も非常に大きい地域ですので、沿岸部と内陸部、災害の
危険性はそれぞれに抱えていると思います。今後、三遠
南信ならではの広域防災連携のモデルケースをご提示い
ただければ、私どもも非常に参考になります。これから
の安全・安心の社会づくりに向けて、防災・減災の充実
のための全国の先駆けになるものをお示しいただければ
大変ありがたいと思っております。
○戸田：ありがとうございました。話題は多いですが、
なかなか時間どおりの進行をすることができませんでし
た。これから私どものセンターを含めて、一つ一つの課
題を考え、またその発展性を追求していきたいと思いま
す。
５．まとめ
○戸田：それでは、最後に地元の牧野市長さんから総括
的なご意見をいただいてシンポジウムを締めたいと思い
ます。
○牧野：本日は「第 1 回全国越境地域政策シンポジウム」
ということで、それぞれのパネリストの皆さま方には、
はるばる飯田の地まで来ていただきまして、県境地域の
新たな可能性について議論していただきましたことに対
して、あらためて御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
本当に、今日のメンバーを時間距離にしたら大変なと
ころから来ていただいていると思います。北は八戸、南
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は九州、どう考えても時間距離にしたら半日ではすみま
せん。はるばるここまで来ていただきました。つまり県
境地域を論じることは、そのぐらいエネルギーと時間が
かかるものだと、あらためて思います。
しかしながら、それを乗り越えて県境地域の新たな可
能性を論じていくことに対しては意義があるということ
を、あらためて感じました。ぜひこうした県境地域の頑
張っている皆さん方と私ども三遠南信圏域として、しっ
かりまた連携をさせていただいて、それぞれに切磋琢磨
しながら、それぞれに可能性を大いに追求していくこと
ができればと思っております。どうかよろしくお願い申
し上げ、御礼の挨拶とさせていただきます。本当にあり
がとうございました。
○戸田：どうもありがとうございました。またパネリス
トの皆さん、どうもありがとうございました。時間が短
いなかでご報告いただきましてありがとうございまし
た。また、パネリストの皆さんは、この後分科会にもお
出になりますので、また補足や質問等をいただければと
思います。どうもありがとうございました。
○司会：どうもありがとうございました。コーディネー
ターの戸田先生、そして 5 人のパネラーの皆さんに、
もう一度、大きな拍手をお送りください。本当にどうも
ありがとうございました。
（終了）
